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「蒼（あお）」あじさいの部　銀賞 
三鷹市　北野　修

　
慈
悲
の
お
叱
り
に
守
ら
れ
て
 

　
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
格
本
山
高
幡
山
金
剛
寺
　
　
貫
主
　
杉
　
田
　
純
　
一
 

新
緑
の
美
し
い
季
節
を
迎
え
、
当
山
の
境
内
も
生
命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
、
お
不
動
さ
ま
に
新
た
な
職
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
初
々
し
い
姿
を
見
て
い
る
と
、
ふ

と
私
自
身
の
遠
い
新
人
時
代
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

私
が
お
不
動
さ
ま
に
お
仕
え
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
五
十
年
を
越
え
る
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。
当
時
の
山
内
は
今
ほ
ど
忙
し
く
な
く
、
僧
侶
と
事
務
職
員
を
合
わ
せ
て
も

十
数
人
ほ
ど
。
正
月
や
節
分
、
毎
月
二
十
八
日
の
縁
日
や
土
日
が
忙
し
い
く
ら
い
で
、
あ
と
は

ゆ
っ
く
り
と
寺
務
が
こ
な
せ
る
毎
日
で
し
た
。
 

そ
ん
な
の
ど
か
な
時
代
に
あ
っ
て
、
今
も
深
く
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
先
々
代
の
秋
山

僧
正
か
ら
い
た
だ
い
た
厳
し
い
お
叱
り
の
記
憶
で
す
。
 

二
十
代
の
頃
、
母
の
実
家
の
寺
で
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
先
代
住
職
（
私
か
ら
す
れ
ば
叔
父

に
あ
た
り
ま
す
）
の
法
事
が
あ
り
ま
し
た
。
導
師
は
秋
山
僧
正
、
そ
し
て
一
番
若
輩
の
私
は

法
要
で
「
奠
供
」
（
法
要
の
最
初
に
大
日
如
来
の
徳
を
た
た
え
る
梵
語
の
詩
）
を
唱
え
る
役
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
法
要
後
、
僧
正
か
ら
「
あ
の
奠
供
は
な
ん
だ
！
」
と
皆
の
前
で
大

声
で
厳
し
く
叱
責
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
あ
る
日
に
は
、
護
摩
導
師
を
勤
め
る
こ
と
の
で
き
る
役
僧
が
お
ら
ず
、
自
分
が
勝
手
に

差
配
し
て
お
護
摩
の
法
要
を
行
っ
た
こ
と
が
僧
正
に
知
ら
れ
、
こ
の
時
も
大
変
厳
し
く
お
叱
り

を
受
け
ま
し
た
。
当
時
は
た
だ
恐
縮
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
お
叱
り
こ
そ
が
私
の

僧
侶
と
し
て
の
骨
格
を
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
、
今
に
し
て
強
く
実
感
い
た
し
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
を
お
守
り
く
だ
さ
る
お
不
動
さ
ま
が
恐
ろ
し
い
お
怒
り
の
姿
（
忿
怒
相
）
を
さ
れ
て

い
る
の
は
、
迷
え
る
衆
生
を
力
ず
く
で
も
正
し
い
道
へ
導
く
と
い
う
、
深
い
「
慈
悲
」
の
表
れ

で
す
。
先
々
代
の
厳
烈
な
お
叱
り
も
ま
た
、
未
熟
な
私
を
一
人
前
に
育
て
よ
う
と
す
る
お
不
動

さ
ま
の
御
心
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
、
今
で
は
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
失
敗
を
重
ね
、

叱
ら
れ
な
が
ら
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
尊
い
仏
道
修
行
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
新
入
職

員
も
ま
た
、
お
不
動
さ
ま
の
大
き
な
御
心
に
守
ら
れ
、
焦
ら
ず
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
ほ
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ど
う
か
温
か
く
、
時
に
は
厳
し
く
、

当
山
の
新
し
き
息
吹
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。



                                                 高 幡 不 動 尊           令和8年6月1日 （2）第135号

工

事

概

要

 

工
事
名
称
：
新
客
殿
・
寺
務
局
再
建
工
事
 

工
事
期
間
：
令
和
七
年
四
月
一
日
〜
 

　
　
　
　
　
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
 

設
計
監
理
：
株
式
会
社
文
化
財
工
学
研
究
所
 

施
　
　
工
：
株
式
会
社
藤
木
工
務
店
東
京
支
店
 

建
物
概
要
：
地
上
三
階
・
鉄
骨
造
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
備
 

建
物
規
模
：
延
床
面
積
　
八
六
九
・
二
四
坪
 

　
　
　
　
　
建
築
面
積
　
三
一
三
・
三
一
坪
 

主
要
構
成
：
一
階
　
寺
務
室
・
製
札
作
業
室
・
厨
房
 

　
　
　
　
　
二
階
　
大
広
間
・
多
目
的
洋
間
・
会
議
室
 

　
　
　
　
　
三
階
　
貴
賓
室
・
教
学
研
究
所
・
会
議
室
 

事
業
費
：
三
〇
億
円
 

落
慶
法
要
：
令
和
九
年
秋
 

工
事
資
金
勧
募
：
 

　
　
　
　
　
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

　
　
　
　
　
一
口
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
（
何
口
で
も
可
）

お
振
込
み
の
方
は
　
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
高
幡
不
動
支
店
（
０
２
２
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
預
金
　
No.
０
３
８
３
２
８
８
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
教
法
人
金
剛
寺
　
代
表
役
員
　
杉
田
純
一

す
ぎ
た
じ
ゅ
ん
い
ち

 

※
ご
寄
進
に
合
わ
せ
申
込
用
紙
を
記
入
い
た
だ
き
ご
提
出
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
申
込
用
紙
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

当
山
で
は
客
殿
の
老
朽
化
に
伴
い
、
ご
参
拝
の
皆
様
の

安
全
と
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
長
年
の
懸
案
で
ご
ざ
い

ま
し
た
新
客
殿
・
寺
務
局
再
建
工
事
を
発
願
、
令
和
七
年

春
か
ら
着
工
致
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
事
業
成
満
の
た
め

絶
大
な
る
御
信
援
・
御
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

八
葉
会
館
・
寺
務
局
再
建
工
事
資
金
ご
寄
進
の
お
願
い

東側立面図 東側玄関唐破風

南側立面図

廣
澤
隆
之
先
生
の
「
お
不
動
さ
ま
の
心
」
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
休
み
致
し
ま
す
。

新
客
殿
の
名
称
が
 

 「
八
葉
会
館

は
ち
よ
う
か
い
か
ん

」
に
決
ま
り
ま
し
た
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甲
斐
市

 

市
村
　
　
智
 

国
分
寺
市

芝
田
珊
枝
子
 

本
多
　
忠
雄
 

国
立
市

 

T
o T
hi K
ieu 

　
 D
uyen 

狛
江
市

 

佐
藤
　
健
一
 

渋
谷
区

 

伊
藤
　
信
男
 

小
金
井
市

㈱
ミ
カ
サ
 

黒
田
理
恵
子
 

小
平
市

 

土
屋
　
邦
江
 

久
保
　
政
輝
 

匿
　
　
　
名
 

昭
島
市

 

斉
藤
　
恵
美
 

松
戸
市

 

湯
浅
　
一
治
 

上
野
原
市

 

㈲
肉
の
ま
る
も
 

（
代
表
）守
屋
勝
美
 

世
田
谷
区

 

榎
倉
　
亜
里
 

長
田
　
浩
一
 

清
瀬
市

 

沖
山
　
順
子
 

加
藤
　
典
子
 

西
東
京
市

清
水
　
兼
浩
 

山
田
　
時
子
 

川
崎
市

 

神
田
　
文
子
 

澤
田
　
尚
実
 

相
模
原
市

上
村
　
　
萌
 

渡
辺
亜
希
子
 

渋
谷
　
明
子
 

渋
谷
　
　
隆
 

佐
藤
　
武
久
 

多
摩
市

 

淺
田
　
　
玲
 

刺
繍
工
房
エ
テ
 

藁
谷
　
果
南
 

町
田
市

 

久
冨
木
俊
嗣
 

久
冨
木
　
葵
 

久
冨
木
礼
子
 

邵
　
　
志
明
 

調
布
市

 

匿
　
　
　
名
 

柳
澤
　
幸
子
 

細
田
　
具
義
 

長
南
町

 

田
中
　
　
寿
 

東
村
山
市

大
野
　
　
勇
 

薛
　
　
智
元
 

土
屋
　
裕
代
 

東
大
和
市

㈱
ベ
ス
ト
ラ
ン
ス
 

東
久
留
米
市

 

匿
　
　
　
名
   

春
耕
俳
句
会
 

㈱
東
京
住
建
 

ノ
ム
ラ
ミ
チ
コ
 

ヤ
マ
ダ
ト
キ
コ
 

ホ
シ
ノ
ユ
ウ
ジ
 

マ
ス
モ
ト
エ
イ
コ
 

日
野
市

 

長
倉
　
　
澄
 

八
王
子
市

　
 

　
福
傳
寺
　
 

原
　
　
祥
壽
 

　
東
光
寺
　
 

原
　
　
祥
壽
 

　
萬
福
寺
　
 

南
清
　
晋
介
 

高
橋
　
文
拓
 

森
屋
　
一
成
 

立
川
市

 

仁
尾
　
　
都
 

流
山
市

 

堀
田
　
禮
子
 

日
野
市

 

高
幡
不
動
商
店
会
 

堀
内
ふ
と
ん
店
 

堀
内
　
一
三
 

北
村
　
昌
夫
 

渡
部
　
　
博
 

青
木
千
惠
子
 

近
内
　
政
代
 

石
川
　
　
明
 

佐
藤
　
聰
子
 

多
田
羅
　
豊
 

多
田
羅
三
枝
子
 

山
根
　
光
稔
 

坂
井
　
隆
夫
 

北
村
　
宗
子
 

伊
藤
　
幸
平
 

白
井
　
洋
介
 

北
條
　
敦
史
 

北
條
　
幸
枝
 

多
摩
川
石
遊
会
 

中
山
　
勲
生
 

佐
藤
　
悦
子
 

中
沢
　
孝
之
 

飯
塚
　
泰
弘
 

坂
井
　
友
紀
 

星
野
　
幸
夫
 

土
方
　
尚
功
 

山
ノ
井
壽
昭
 

八
王
子
市

 

　
西
蓮
寺
 

　
薬
師
寺
宏
亮
 

密
巌
流
遍
照
講
 

西
蓮
寺
支
部
 

北
嶋
フ
サ
江
 

征
矢
　
富
美
 

奈
良
　
清
光
 

會
田
　
雄
二
 

金
子
　
政
子
 

佐
藤
　
麗
子
 

礒
部
　
信
恵
 

三
北
恵
美
子
 

島
津
多
喜
子
 

高
木
　
龍
一
 

湯
村
　
幸
枝
 

岩
崎
　
香
世
 

匿
　
　
　
名
 

中
津
満
壽
美
 

細
谷
　
賢
一
 

髙
木
利
津
子
 

保
坂
　
京
子
 

板
橋
区

 

山
口
　
隆
夫
 

山
口
　
美
恵
 

山
口
　
花
奈
 

山
口
み
な
み
 

北
村
　
詩
温
 

府
中
市

 

府
中
日
護
摩
講
 

岡
野
　
光
男
 

府
中
日
護
摩
講
 

渡
邉
　
眞
孝
 

渡
邉
　
　
修
 

府
中
日
護
摩
講
 

鴫
原
　
明
美
 

山
中
由
里
子
 

土
方
　
佳
子
 

土
方
　
　
勇
 

古
屋
　
益
子
 

武
蔵
村
山
市

井
口
か
し
子
 

福
山
市

 

坂
元
　
利
行
 

立
川
市

 

河
内
　
良
子
 

遠
藤
　
早
苗
 

伊
豆
の
国
市

中
岡
　
智
樹
 

稲
城
市

 

佐
藤
　
直
行
 

浦
安
市

 

出
口
　
昌
代
 

横
浜
市

 

川
窪
　
　
茂
 

小
林
　
美
和
 

売
島
　
広
多
 

久
喜
市

 

渡
辺
　
惠
子
 

狭
山
市

 

植
田
　
良
之
 

江
戸
川
区

渡
辺
　
豊
子
 

八
王
子
市

　
 

　
西
蓮
寺
　
 

薬
師
寺
一
浩
 

横
須
賀
市

　
 

　
長
光
寺
　
 

大
橋
　
祐
仁
 

品
川
区

 

佐
々
木
敏
行
 

日
野
市

 

藁
谷
　
至
誠
 

森
久
保
サ
ヨ
 

平
　
　
浩
士
 

遠
藤
　
和
義
 

佐
々
木
喜
美
子
 

つ
く
ば
市

 

大
石
加
代
子
 

八
王
子
市

伊
藤
　
正
喜
 

髙
橋
恵
美
子
 

中
島
　
守
男
 

北
区

 

久
　
　
雅
子
 

昭
島
市

 

西
田
　
篤
美
 

日
野
市

 

梅
田
　
俊
幸
 

川
合
　
慎
一
 

所
沢
市

 

篠
塚
　
早
苗
 

世
田
谷
区

坂
田
　
雄
市
 

調
布
市

 

匿
　
　
　
名
 

日
野
市

 

守
屋
　
俊
江
 

日
　
野
　
市
　
徳
善
院
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
速
水
基
裕
 

楢
　
葉
　
町
　
廣
徳
院
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
島
　
玄
隆
 

台
　
東
　
区
　
㈲
山
﨑
法
衣
店
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
山
﨑
尚
蔵

日
　
野
　
市
　
下
田
孝
治

板
　
橋
　
区
　
秀
野
泰
隆
 

日
　
野
　
市
　
豊
住
昌
彦
 

世
田
谷
区
　
原
田
さ
ち
子

立
　
川
　
市
　
匿
　
　
名

  八
葉
会
館
・
寺
務
局
寄
進
者
芳
名（
敬
称
略
）（
自
 令
和
八
年
一
月
二
十
六
日
 至
 令
和
八
年
四
月
二
十
日
）

新
　
宿
　
区
　
㈱
文
化
財
工
学
研
究
所

昭
　
島
　
市
　
西
多
摩
運
送
㈱
 

（
代
取
会
長
）
千
　
原
　
武
　
美
 

栃
　
木
　
市
　
㈱
　
　
阿
　
　
部
 

日
　
野
　
市
　
守
　
屋
　
弘
　
美

宮
田
　
敏
明
 

入
野
　
英
次
 

吉
原
　
雄
司
 

佐
藤
　
節
子
 

細
田
　
則
宏
 

細
田
　
政
之
 

平
　
　
弘
治
 

古
谷
　
　
岱
 

八
王
子
市

平
　
　
康
夫
 

佐
々
木
益
茂
 

木
谷
　
佳
子
 

品
川
区

 

吉
田
　
純
也
 

武
蔵
村
山
市

遠
藤
は
る
み
 

立
川
市

 

鶴
岡
　
　
健
 

立
川
　
幸
徳
 

練
馬
区

 

榊
　
　
裕
師
 

杉
並
区

 

山
口
　
　
潔
 

稲
城
市

 

寺
尾
　
公
平
 

栗
原
市

 

　
福
王
寺
　
　
 

早
坂
　
周
英
 

杉
並
区

 

石
﨑
さ
か
江
 

世
田
谷
区

島
田
　
亮
子
 

東
大
和
市

増
田
　
迪
子
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自
分
の
手
で
仏
様
の
お
姿
を
写
経
の
よ
う
に
写
し
て
、
そ
の
後
、
御

本
尊
不
動
明
王
に
奉
納
す
る
写
仏
会
で
す
。
 

当
山
で
は
年
二
回
（
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
・
も
み
じ
ま
つ
り
の
会
期
中
）

写
仏
布
教
の
第
一
人
者
、
画
僧
牧
宥
恵
師
を
招
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

写
仏
前
の
御
法
話
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。是
非
こ
の
機
会
に
御
参
加
い
た

だ
き
、お
不
動
様
と
の
法
縁
と
写
仏
を
自
身
の
浄
行
と
さ
れ
御
本
尊
不
動

明
王
の
ご
加
護
を
授
り
下
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
記
 

　
日
　
時
　
六
月
十
三
日（
土
）・
十
四
日（
日
）
 

　
　
　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
（
受
付
　
正
午
よ
り
）
 

　
会
　
場
　
五
重
塔
千
体
地
蔵
堂
（
両
日
共
、
牧
宥
恵
師
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
）
 

　
内
　
容
　
午
後
一
時
　
法
話
 

　
　
　
　
　
午
後
二
時
　
写
仏
 

　
　
　
　
　
午
後
四
時
　
写
仏
奉
納
大
護
摩
修
行
 

　
会
　
費
　
弐
千
円
（
材
料
費
含
む
）
 

◇
お
申
込
み
・
高
幡
不
動
尊
寺
務
局
ま
で
 

　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
四
二
―
五
九
一
―
〇
〇
三
二

                                                 高 幡 不 動 尊           令和8年6月1日 （6）第135号

夏
の
行
事
案
内
（
六
月
〜
八
月
）
 

◇
六
　
月
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
 

○
1
日（
月
）
〜
30
日（
火
）
　
高
幡
不
動
尊
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
 

○
13
日（
土
）・
14
日（
日
）
高
幡
写
仏
会
　
講
師
　
牧
　
宥
恵
先
生
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
段
参
照
）
 

○
14
日（
日
）　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
 

○
15
日（
月
）
青
葉
ま
つ
り
（
弘
法
大
師
・
興
教
大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要
）
 

　
 　
　
　
　
　
　
 於
 大
日
堂
午
後
一
時
よ
り
 

法
話
　
講
師
　
川
崎
大
師
平
間
寺
教
学
課
 

　
　
　
　
　
　
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
研
究
員
 

　
　
　
　
　
　
那
須
烏
山
市
 西
方
寺
御
住
職
 

　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
隆
信
先
生
 

　
　
　
演
題
　
「
戒
律
の
す
す
め
」
 

○
15
日（
月
）
お
焚
き
上
げ
〈
午
前
九
時
〉
 

○
21
日（
日
）
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）
〈
雨
天
決
行
〉
 

○
21
日（
日
）
月
例
写
経
会
〈
午
後
一
時
三
十
分
〉
法
話
 山
内
僧
侶
 

○
24
日（
水
）
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
〈
午
後
二
時
〉
法
話
 山
内
僧
侶
 

○
28
日（
日
）
月
　
例
　
祭
（
ご
縁
日
）
 

◇
七
　
月
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
 

○
12
日（
日
）
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

○
15
日（
水
）
盂
蘭
盆
会
法
要
〈
午
前
六
時
〉
 

○
19
日（
日
）
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）
〈
雨
天
決
行
〉
 

○
21
日（
火
）
月
例
写
経
会
〈
午
後
一
時
三
十
分
〉
法
話
 山
内
僧
侶
 

○
24
日（
金
）
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
〈
午
後
二
時
〉
法
話
 山
内
僧
侶
 

○
28
日（
火
）
月
　
例
　
祭
（
ご
縁
日
）
 

◇
八
　
月
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
 

○
15
日（
土
）
盂
蘭
盆
会
大
施
餓
鬼
法
要
〈
午
後
一
時
〉
 

法
話
　
講
師
　
赤
坂
不
動
尊
威
徳
寺
副
住
職
 

　
　
　
　
　
　
　
飯
島
　
隆
貴
先
生
 

　
　
　
演
題
　
「
祈
る
こ
と
。
供
養
す
る
こ
と
。
」
 

○
16
日（
日
）
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）
〈
雨
天
決
行
〉
 

○
21
日（
金
）
月
例
写
経
会
〈
午
後
一
時
三
十
分
〉
法
話
 山
内
僧
侶
 

○
24
日（
月
）
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
〈
午
後
二
時
〉
法
話
 山
内
僧
侶
 

○
28
日（
金
）
月
　
例
　
祭
（
ご
縁
日
）

　
高
幡
写
仏
会
の
お
知
ら
せ

「制 迦童子・矜羯羅童子」 
牧宥恵先生ご染筆の写仏お手本

山
内
八
十
八
ヶ
所
 

巡
り
ク
イ
ズ
 

多
摩
丘
陵
の
一
角
を
占
め
る
高

幡
不
動
尊
、
三
万
坪
余
り
の
境
内

は
千
古
の
緑
に
包
ま
れ
四
季
折
々

の
花
木
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
裏
山
に
は
明
治
四
十
二
年
開

設
の
山
内
八
十
八
ヶ
所
の
弘
法
大

師
像
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
森
林
浴

を
兼
ね
て
の
お
参
り
は
約
一
時
間
。
 

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
期
間
中
巡
拝

路
沿
い
に
十
問
の
ク
イ
ズ
が
出
さ

れ
、
毎
年
大
勢
の
方
が
ク
イ
ズ
を

楽
し
み
な
が
ら
参
拝
さ
れ
ま
す
。
 

解
答
用
紙
は
、
不
動
堂
前
、
五

重
塔
外
階
段
下
、
大
日
堂
、
大
師

堂
、
交
通
安
全
祈
願
受
付
所
、
山

内
八
十
八
ヶ
所
一
番
札
所
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
解
答
は
寺
務
局
か

宝
輪
閣
受
付
へ
お
持
ち
下
さ
い
。
 

尚
、正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

一
五
〇
名
の
方
に
賞
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
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あ
じ
さ
い
ま
つ
り
諸
行
事
案
内
（
六
月
一
日
〜
三
十
日
）
　
　
　
　
　
 

○
山
内
八
十
八
ヶ
所
巡
り
ク
イ
ズ
の
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
毎
　
日
）
 

○
奥
殿
特
別
寺
宝
展
及
び
鳴
り
龍
拝
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
毎
　
日
）
 

○
高
幡
写
仏
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 六
月
十
三
日
（
土
）・
十
四
日
（
日
）
 

○
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
雨
天
中
止
）
…
…
六
月
十
四
日
（
日
）
 

○
青
葉
ま
つ
り
（
両
祖
大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要
）
…
…
…
 六
月
十
五
日
（
月
）
 

○
ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
月
二
十
一
日
（
日
）
 

○
月
例
写
経
会
（
山
内
僧
侶
法
話
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
）
…
…
 六
月
二
十
一
日
（
日
）
 

○
千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
月
二
十
四
日
（
水
）
 

○
ご
縁
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
月
二
十
八
日
（
日
）

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
俳
句
・
短
歌
大
会
作
品
募
集
 

兼
　
題
　
高
幡
不
動
尊
境
内
及
び
門
前
町
の
四
季
嘱
目
作
品
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）
 

応
　
募
　
一
組
　
二
句
又
は
二
首
（
一
人
何
組
で
も
可
）
 

用
　
紙
　
規
定
の
用
紙
又
は
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ｂ
５
版
）
使
用
の
こ
と
。
 

入
花
料
　
投
稿
時
納
入
　
俳
句
・
短
歌
と
も
一
組
一
〇
〇
〇
円
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
但
し
記
念
大
会
参
加
料
を
含
む
）
 

投
稿
先
　
〒
一
九
一
│
〇
〇
三
一
 

　
　
　
　
　
日
野
市
高
幡
七
三
三
　
高
幡
不
動
尊
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
事
務
局
宛
 

締
　
切
　
令
和
八
年
七
月
一
日
（
水
）
ま
で
（
当
日
必
着
）
 

選
　
者
（
肩
書
等
略
・
五
十
音
順
）
 

　
俳
句
　
大
竹
多
可
志
・
才
野
　
洋
・
笹
木
　
弘
・
鳥
居
真
里
子
・
蟇
目
良
雨
 

　
　
　
　
福
神
規
子
・
星
野
高
士
の
諸
先
生
 

　
短
歌
　
狩
野
一
男
・
長
澤
ち
づ
・
森
本
　
平
の
諸
先
生
 

掲
　
出
　
入
選
作
品
は
九
月
末
日
ま
で
宝
輪
閣
に
掲
出
す
る
。
 

※
本
年
は
表
彰
式
及
び
記
念
大
会
は
客
殿
・
寺
務
局
棟
建
設
工
事
の
為
　
 

　
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
 

テ
ー
マ
①
あ
じ
さ
い
の
部
…
令
和
八
年
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
期
間
中
の
高
幡
不
動
尊
及

び
門
前
町
の
行
事
・
風
物
や
、
あ
じ
さ
い
等
の
作
品
 

　
　
　
　
②
四
季
の
部
…
…
…
令
和
七
年
七
月
以
降
の
高
幡
不
動
尊
及
び
門
前
町
の
四

季
の
風
物
、
行
事
等
の
作
品
 

サ
イ
ズ
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
「
六
ツ
切
以
上
四
ツ
切
迄
・
ワ
イ
ド
可
・
A
4
・
A
3
」
 

締
　
　
切
　
令
和
八
年
六
月
三
十
日
（
火
）
必
着
 

応
募
規
定
①
期
間
中
に
撮
影
の
自
作
品
（
未
発
表
の
も
の
）
 

②
作
品
ご
と
に
応
募
票
を
貼
付
　
　
③
資
格
は
高
校
生
以
上
 

④
作
品
に
関
す
る
肖
像
権
は
応
募
者
本
人
の
責
任
と
な
り
ま
す
。
 

　
尚
、
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
致
し
ま
せ
ん
。
 

　
入
選
発
表
　
八
月
上
旬
に
郵
便
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

※
本
年
の
表
彰
式
は
客
殿
建
設
工
事
の
為
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「紫陽花を撮る」　あじさいの部　銅賞 
日野市　羽賀　道行

「秋影の彩り」　四季の部　銅賞 
八王子市　渡辺　一博
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紫
陽
花
不
動
香
発
売
 

　
　
一
箱
一
、五
〇
〇
円
（
六
・
七
月
限
定
）

清
浄
塗
香
 

　
　
　
 　
　
五
〇
〇
円

塗
香
と
は
身
を
清
め
る
為

に
塗
る
お
香
で
、
お
護
摩

修
行
の
際
に
お
授
け
し
て

い
る
も
の
で
す
。

開
運
御
守
 

一
体
 一
、
〇
〇
〇
円

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
参
拝
 

　
　
　
切
　
絵
　
ご
　
朱
　
印

五
月
二
十
八
日
か
ら
、
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
参
拝
の
切
絵
ご
朱
印
を

授
与
致
し
ま
す
。
 

数
量
限
定
の
特
別
ご
朱
印
で
す
の
で
、
参
拝
の
証
と
し
て
お
受
け

い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

※
寺
務
局
の
ご
朱
印
所
（
五
重
塔
地
階
）
に
て
お
授
け
し
ま
す
。
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。
 

※
一
体
　
一
、
〇
〇
〇
円
 

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
御
守健

康
御
守
 一体

 七
〇
〇
円
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アカメガシワ

オオムラサキツユクサ

キツネノカミソリ

シャリンバイ

ヌスビトハギ

ヒオウギ

イボタノキ

オニユリ

クズ

タカサゴユリ 

ネムノキ

ヤブミョウガ

イモカタバミ

カナメモチ

コムラサキ

ツルボ

ハギ

ヤマユリ

オオバギボウシ

ガマズミ

サルスベリ

テイカカヅラ

ハス

ユキノシタ

境内の夏の植物をお楽しみ下さい
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藤
岡
市
　
た
か
ら
や
本
舗
有
限
会
社
 

藤
岡
市
　
齊
　
藤
　
詠
　
子
 

　
世
田
谷
区
　
寺
　
内
　
香
　
織
 

豊
島
区
　
神
　
田
　
し
の
ぶ
 

清
瀬
市
　
沖
　
山
　
順
　
子
 

昭
島
市
　
五
十
嵐
　
虎
　
孫
 

日
野
市
　
須
　
崎
　
　
　
巖
 

日
野
市
　
須
　
崎
　
芳
　
江
 

日
野
市
　
有
　
泉
　
雅
　
弘
 

　
日
野
市
　
岡
　
村
　
雅
　
光
 

２
本
　
日
野
市
　
安
　
川
　
武
　
雄
 

　
　
　
日
野
市
　
枡
　
谷
　
文
　
雄
 

　
　
　
日
野
市
　
岡
　
田
　
加
代
子
 

府
中
市
　
青
　
木
　
裕
　
吉

 幟
旗
奉
納
者
芳
名
 

（
令
和
八
年
二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
）

 境
内
整
備
緑
化
資
金
 

  　
　
　
寄
進
者
芳
名 

（
令
和
八
年
二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
）

　
左
記
ご
奉
納
頂
き
大
変
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。（
敬
称
を
す
べ
て
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

「ござれ市の日」　あじさいの部　銅賞 
八王子市　山本　鈍海

・
日
　
時
　
八
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
 

・
会
　
場
　
大
日
堂
（
聴
講
無
料
）
 

・
講
　
師
　
赤
坂
不
動
尊
威
徳
寺
副
住
職
 

　
　
　
　
　
　
　
飯
　
島
　
隆
　
貴
　
先
生
 

・
演
　
題
　
 

  「
祈
る
こ
と
。
 

  　
　
　
供
養
す
る
こ
と
。
」

　
青
葉
ま
つ
り
記
念
法
話

・
日
　
時
　
六
月
十
五
日
（
月
）
午
後
一
時
か
ら
 

・
会
　
場
　
大
日
堂
（
聴
講
無
料
）
 

・
講
　
師
　
川
崎
大
師
平
間
寺
教
学
課
 

　
　
　
　
　
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
研
究
員
 

　
　
　
　
　
那
須
烏
山
市
　
西
方
寺
御
住
職
 

　
　
　
　
　
　
　
佐
　
竹
　
隆
　
信
　
先
生
 

 ・
演
　
題
　
 

　
 「
戒
律
の
す
す
め
」

お不動様の御姿 
　御朱印帳 
　　1冊　1800円

御朱印袋　1800円 
お不動様の御朱印帳と同じ 
絵柄で黒地にお不動様のお姿
が織り込まれています。

　
大
施
餓
鬼
会
記
念
法
話
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龍
華
会
　
多
摩
八
十
八
ヶ
所
 

　
　
　
巡
拝
は
じ
ま
る
 

本
年
も
多
摩
八
十
八
ヶ
所
巡
拝

が
四
月
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
多

摩
地
域
の
真
言
宗
寺
院
八
十
八
霊

場
を
四
月
か
ら
順
に
参
拝
し
、
十

月
に
結
願
を
迎
え
ま
す
。
巡
拝
団

は
総
勢
三
十
名
で
、
先
達
を
お
勤

め
い
た
だ
く
の
は
、
八
十
四
番
札

所
普
門
寺
の
川
澄
祐
英
先
生
、
六

十
四
番
札
所
西
蓮
寺
の
薬
師
寺
宏

亮
先
生
、
八
十
八
番
札
所
金
剛
寺

よ
り
佐
竹
が
ご
一
緒
し
ま
す
。
安

全
を
第
一
に
、
お
大
師
様
と
共
に

半
年
七
日
間
の
お
遍
路
に
行
っ
て

参
り
ま
す
。
　
　
 （
佐
竹
智
記
）　
　
　
　
　
　
　
 

パ
ト
レ
イ
バ
ー
登
場
（
4/5
）
 

日
野
警
察
署
、
日
野
交
通
安
全

協
会
の
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
開
催
さ
れ
、
人
気
漫
画
・
ア
ニ

メ
作
品
「
機
動
警
察
パ
ト
レ
イ
バ

ー
」
の
実
写
映
画
版
撮
影
に
も
使

用
さ
れ
た
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
の
実

物
大
ロ
ボ
ッ
ト
「
イ
ン
グ
ラ
ム
」

が
境
内
に
登
場
し
ま
し
た
。
 

大
型
特
殊
運
搬
車
両
の
上
で
デ

ッ
キ
ア
ッ
プ
さ
れ
立
ち
上
が
る
と

不
動
堂
、
五
重
塔
と
並
ぶ
姿
に
、

集
ま
っ
た
大
勢
の
方
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
　
　
　
 

　
　
 （
栁
原
記
） 

花
ま
つ
り
　
 

今
年
の
花
ま
つ
り
は
、
四
月
四

日
〜
八
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
々
多
く
の
方
々
が
花

御
堂
に
ご
安
置
さ
れ
た
お
釈
迦
様

に
甘
茶
を
灌
ぎ
、
そ
の
御
徳
を
偲

ば
れ
ま
し
た
。
八
日
に
は
十
一
時

よ
り
不
動
堂
正
面
の
花
御
堂
に
て

法
要
を
執
り
行
い
、晴
天
の
も
と
、

色
鮮
や
か
な
花
々
に
囲
ま
れ
つ
つ
、

参
列
し
た
多
く
の
皆
様
と
共
に
お

釈
迦
様
の
御
誕
生
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
（
津
守
記
） 

第
二
十
九
回
新
選
組
ま
つ
り
 

五
月
九
日
㈯
、
十
日
㈰
の
二
日

間
に
わ
た
り
「
第
二
十
九
回
ひ
の

新
選
組
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

九
日
に
は
新
選
組
隊
士
コ
ン
テ

ス
ト
、
十
日
に
は
新
選
組
パ
レ
ー

ド
が
市
内
で
行
わ
れ
、
そ
の
他
に

も
人
気
ア
ニ
メ「
青
の
ミ
ブ
ロ
」と

の
コ
ラ
ボ
企
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
境
内

は
多
く
の
方
々
で
賑
わ
い
、
大
変

盛
況
な
お
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　（
清
水
順
記
）

花御堂にて灌仏（花まつり）

『
密
厳
流
御
詠
歌
』
講
員
募
集
の
ご
案
内

御
詠
歌
と
は
和
歌
調
の
詞
に
節
を
付
け
鈴
・
鉦
を
使
っ
て
お
唱
え

す
る
仏
教
歌
で
、青
葉
ま
つ
り
・
大
施
餓
鬼
会
な
ど
の
法
要
で
お
唱
え

し
ま
す
。高
幡
山
で
は
次
の
と
お
り
御
詠
歌
の
新
講
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、大
勢
様
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
記
 

一
、名
　
　
称
　
遍
照
講
高
幡
山
支
部
 

一
、参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
 

一
、指
　
　
導
　
密
厳
流
遍
照
講
師
範
 

一
、会
　
　
費
　
一
ヶ
月
　
三
、〇
〇
〇
円
 

　
　
　
　
　
　
　（
但
し
、鈴
・
鉦
な
ど
の
道
具
は
別
費
） 

一
、稽
古
日
時
　
月
二
〜
三
回
　
午
前
十
時
〜
十
二
時
 

　
問
い
合
わ
せ
先
　
　
高
幡
不
動
尊
内「
遍
照
講
高
幡
山
支
部
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
四
二
―

五
九
一
―

〇
〇
三
二

御
詠
歌
始
め
ま
せ
ん
か

　「
施
餓
鬼
供
養
和
讃

せ
が
き
く
よ
う
わ
さ
ん

」

南
無

な

む

や
五
如
来

ご
に
ょ
ら
い

 

　
　
　
　
そ
の
利
益
り
や
く

 

む
さ
ぼ
る
こ
こ
ろ
 

　
　
　
　
除の
ぞ

か
れ
て
 

福
徳
智
慧

ふ
く
と
く
ち
え

を
 

　
　
　
　
　
円
満
え
ん
ま
ん

し
 

身
心
共

し
ん
じ
ん
と
も

に
 

　
　
　
晴は

れ
や
か
に
 

受う

け
る
施
食

せ
じ
き

も
 

　
　
　
　
恐お
そ

れ
な
し

・
日
　
時
　
十
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
三
十
分
 

・
会
　
場
　
不
動
堂
（
聴
講
無
料
）
 

・
講
　
師
　
多
摩
八
十
八
ヶ
所
第
七
十
二
番
札
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
福
寺
御
住
職
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
清
　
晋
　
介
　
先
生
 

 ・
演
　
題
　
 

　
 「
仏
様
と
の
出
会
い
と
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
縁
」
 

多
摩
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
結
願
記
念
法
話
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稚
児
行
列
（
4/28
）
 

日
野
市
　
長
島
　
　
鈴
　
　
 

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
本

人
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
で
、
こ
の
機
会
に
参
加
で
き
て

と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

日
野
市
　
高
橋
　
怜
奈
 

お
化
粧
や
お
衣
装
な
ど
も
初
め

て
で
、
と
て
も
素
敵
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 

八
王
子
市
　
宍
戸
　
明
理
 

良
い
お
天
気
の
下
、
楽
し
く
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
孫

の
稚
児
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。
 

昭
島
市
　
松
田
　
楓
鈴
 

皆
様
お
優
し
く
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

渋
谷
区
　
小
池
　
果
咲
 

良
く
晴
れ
た
日
に
貴
重
な
体
験

が
で
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

衣
装
も
メ
イ
ク
も
可
愛
く
、
家
族

に
と
っ
て
良
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
は
娘
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
息
子
も
お
世
話
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

千
体
地
蔵
尊
 

総
回
向
法
要
（
4/29
）
 

　相
模
原
市
　
竹
越
　
フ
サ
 

昭
和
三
十
四
年
、
日
野
市
豊
田

に
て
新
婚
生
活
を
は
じ
め
、
六
十

数
年
お
不
動
様
と
の
ご
縁
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
今
は
津
久
井
に
住

み
五
十
年
、
故
人
と
な
っ
た
主
人

の
地
蔵
供
養
で
又
ご
縁
を
頂
き
、

大
提
灯
も
奉
納
さ
せ
て
頂
き
、
遠

く
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
で
あ
る

限
り
足
を
運
び
ご
縁
を
繋
い
で
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
 

国
分
寺
市
　
寺
西
　
　
敦
 

お
地
蔵
様
を
奉
納
し
、
昨
年
か

ら
大
法
要
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
法
要
の
終
わ

っ
た
あ
と
の
心
の
安
ら
ぎ
は
何
と

も
言
え
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご

諸
行
事
に
参
加
し
て

ざ
い
ま
し
た
。
 

日
野
市
　
児
玉
　
幸
彦
 

私
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら
日
野

市
在
住
で
す
。
お
正
月
に
高
幡
不

動
尊
に
お
詣
り
す
る
の
が
家
族
の

年
中
行
事
の
事
始
め
に
な
り
ま
し

た
。
千
体
地
蔵
尊
の
寄
進
は
結
構

早
い
時
期
で
し
た
。
い
つ
も
拝
め

る
場
所
だ
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
改
築
さ
れ
、
お
地
蔵
様
の

安
置
図
が
送
ら
れ
た
時
に
は
吃
驚
。

御
本
尊
の
お
地
蔵
様
の
右
横
最
上

段
で
し
た
。
以
来
ご
縁
の
深
さ
に

感
激
し
て
お
り
ま
す
。
 

八
王
子
市
　
福
島
加
津
実
 

毎
年
、
家
族
揃
っ
て
千
体
地
蔵

尊
の
法
要
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

家
族
が
元
気
で
、
健
康
な
姿
で
今

年
も
お
参
り
に
来
る
こ
と
が
で
き

て
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
情
勢
が
整
い
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
そ

の
よ
う
な
想
い
を
込
め
て
お
参
り

致
し
ま
し
た
。
 

日
野
市
　
五
十
嵐
直
美
 

絶
え
間
無
く
幸
せ
を
願
い
、
祈

っ
て
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

伝
統
的
な
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中

で
、
ほ
ん
の
一
瞬
で
も
共
に
祈
れ

る
事
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

支
え
続
け
て
下
さ
り
有
難
う
御
座

い
ま
す
。

「
多
摩
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
の
し
お
り
」
 

平
成
四
年
に
出
版
さ
れ
た
「
多
摩
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
の
し
お
り
」
を
再
編
し
た
も
の
で
す
。
お
大
師
様
の
信

仰
を
深
め
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 　

一
部
　
一
、〇
〇
〇
円
 

※
ご
希
望
の
方
に
は
郵
送
致
し
ま
す
。
 

電
話
〇
四
二̶
五
九
一̶
〇
〇
三
二
 

龍
華
会
ま
で

ご前様と記念撮影

千体地蔵尊総回向法要
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に
賢
雅
和
上
の
手
元
に
置
か
れ
、

生
前
は
當
山
に
寄
附
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推

測
で
き
ま
す
が
、詳
細
不
明
で
あ

り
ま
す
。
 

落
款
が
な
い
も
の
の
こ
の
作
品

が
田
公
実
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
点
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
ず
本
作
品
が
前
回
紹
介
の

素
描
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
で

す
。
芝
山
仁
王
尊
像
の
場
合
も

そ
う
で
す
が
、
素
描
と
作
品
と

の
間
に
は
若
干
の
相
違
は
見
ら

れ
、
素
描
を
基
に
作
品
を
仕
上

げ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。
 

鮮
や
か
な
色
使
い
も
田
公
実

の
他
の
仏
画
、十
王
図
等
と
同
様

（
承
前
）
 

前
回
、昨
年
新
発
見
さ
れ
た
當

山
の
不
動
三
尊
の
素
描
の
紹
介

を
し
ま
し
た
。
そ
の
話
の
中
で
、

素
描
を
基
に
作
成
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
不
動
明
王
及
二
童
子
像
が

発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
記
し
ま

し
た
が
、そ
の
後
の
整
理
作
業
の

中
で
、確
認
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
の
で
、紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

左
掲
の
写
真
の
と
お
り
落
款
が

な
く
、作
者
不
詳
と
し
て
扱
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
弘
法
大

師
像
、
星
曼
荼
羅
、
地
蔵
菩
薩
像
、

芝
山
仁
王
尊
像
等
の
田
公
実
の

仏
画
類
は
、明
治
二
十
年
等
に
作

成
の
什
器
帳
に
「
寄
附
主
賢
雅
」

（
當
山
第
二
十
九
世
）と
し
て
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
作
品
は
什
器
帳
に
未
記
載

で
あ
り
ま
す
。
 

前
回
紹
介
し
た
不
動
明
王
及

び
二
童
子
像
の
素
描
や
芝
山
仁

王
尊
像
の
素
描
類
も
什
器
帳
に

は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。素
描
で

す
の
で
記
載
し
な
か
っ
た
こ
と

は
十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、何
故

こ
の
作
品
が
未
記
載
で
あ
る
の

か
は
不
明
で
す
。素
描
類
と
と
も

で
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
る
絹

布
も
同
様
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

不
思
議
な
絵
師
 田
公
実
 

　
　
　
　
　
 （
そ
の
四
）

 　
奥
殿
だ
よ
り
　
第
十
六
回

不
動
明
王
及
二
童
子
像
　
田
公
実
筆

田
公
実
は
素
描
に
墨
彩
や
淡

彩
を
施
し
試
し
な
が
ら
、
作
品

を
仕
上
げ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
 

作
品
の
中
央
上
部
に
は
梵
字

の
御
朱
印
が
押
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
賢
雅
和
上
が
押
し
た
も
の

で
し
ょ
う
か
。
 

田
公
実
の
秀
作
と
言
え
る
新

発
見
の
不
動
明
王
及
二
童
子
像

は
、
六
月
九
日
よ
り
九
月
下
旬

乃
至
十
月
初
め
に
実
施
予
定
の

次
の
展
示
替
え
ま
で
、
奥
殿
で

展
示
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
機

会
に
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
 

（
藤
井
和
夫
記
）
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ま
た
、
お
賽
銭
は
仏
教
の
修
行
の

一
つ
で
あ
る
「
布
施
」
で
も
あ
り
ま

す
。
 

　
布
施
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、

「
三
輪
清
浄
」
と
い
う
教
え
で
す
。

〈
施
す
人
〉
と
〈
受
け
る
相
手
〉
と

〈
施
す
も
の
〉
の
三
つ
に
執
着
せ
ず
、

た
だ
清
ら
か
な
心
で
差
し
出
し
、
受

け
取
る
。
そ
れ
は
、
お
母
さ
ん
が
見

返
り
を
求
め
る
こ
と
な
く
赤
ち
ゃ
ん

に
お
乳
を
与
え
、
赤
ち
ゃ
ん
も
ま
た

ご
く
自
然
に
お
乳
を
受
け
取
る
、
無

垢
で
尊
い
行
為
で

す
。
 

　
お
不
動
さ
ま
は
、

私
た
ち
の
迷
い
を

断
ち
切
り
、
正
し

い
道
へ
導
い
て
く

だ
さ
る
仏
さ
ま
で

す
。
お
賽
銭
を
投

じ
る
そ
の
瞬
間
は
、

実
は
自
分
の
中
に

あ
る
「
欲
」
や
「
執
着
」
を
パ
ッ
と

手
放
す
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
 

　
「
い
つ
も
お
守
り
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
 

　
こ
の
感
謝
の
一
言
を
添
え
て
手
を

合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
一
礼
は
よ
り
深

く
お
不
動
さ
ま
と
響
き
合
い
、
あ
な

た
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
 

お
不
動
さ
ま
教
え
て
？
 

ご
質
問
　
お
不
動
さ
ま
に
お
参
り
す

る
と
き
、多
く
の
人
が
ご
く
自
然
に

お
賽
銭
を
入
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

ふ
と
思
い
ま
し
た
。お
賽
銭
と
は
、い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。お
願
い
ご
と
を
か
な

え
て
い
た
だ
く
た
め
の
お
礼
で
し
ょ

う
か
。そ
れ
と
も
、願
い
を
聞
い
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。ど
う
か
お
不
動
さ
ま
、教
え
て
く

だ
さ
い
。 

お
答
え
 

　
は
い
、
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
 

　
お
参
り
の
際
、

何
気
な
く
お
賽
銭

を
入
れ
る
そ
の
お

姿
、
お
不
動
さ
ま

も
温
か
く
見
守
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
「
な
ぜ
？
」
と
改
め
て
考
え

る
と
、
意
外
に
奥
が
深
い
も
の
で
す
。
 

　
ま
ず
大
切
な
お
話
で
す
。
お
賽
銭

は
、
お
願
い
ご
と
の
「
代
金
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
こ
れ
だ
け
包
ん
だ
か
ら
、
願
い
を

か
な
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
取
引

で
は
な
い
の
で
す
。
本
来
の
意
味
は
、

日
々
い
た
だ
い
て
い
る
ご
加
護
や
ご

縁
に
対
し
、
そ
の
恩
に
報
い
、
感
謝

を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

高
幡
い
き
も
の
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荼
羅
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今
回
は
少
し
視
点
を
変
え
て
以
前
か
ら
疑
問
に
思

っ
て
い
た
事
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
コ
ラ

ム
の
お
隣
の
ペ
ー
ジ
に
「
奥
殿
だ
よ
り
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
さ
に
高
幡
不
動
尊
ゆ
か
り
の

絵
師
で
あ
る
田
公
実
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
山
に
も
田
公
実
の
描
く
花
鳥
風
月
の
作
品
が
何
点

か
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
「
鳥
」
の
絵
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
多
く
の
日
本
画
同
様
に
「
鳥
」
が
何
故
か
実
際

と
は
か
け
離
れ
た
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
こ
れ
は
特
に
日
本
画
に
み
ら
れ
る

「
気
韻

き
い
ん

生
動

せ
い
ど
う

」
則
ち
技
術
よ
り
も
品
格
や
伝

統
を
重
ん
じ
る
傾
向
故
で
あ
り
、
公
実
の
絵

も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
写
実
よ
り

も
対
象
の
本
質
を
表
現
の
中
心
と
す
る
東
洋

的
な
気
風
で
す
。
極
論
に
な
り
ま
す
が
洋
の

東
西
に
お
け
る
音
律
と
音
階
の
違
い
に
近
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

さ
て
こ
こ
で
田
公
実
の
「
オ
ナ
ガ
」
と
「
ウ
グ
イ

ス
」
と
実
際
に
高
幡
不
動
尊
の
境
内
で
撮
影
し
た

「
オ
ナ
ガ
」
と
「
ウ
グ
イ
ス
」
を
比
較
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
無
粋
な
こ
と
は
百
も
承
知
で
す
が
、

公
実
の
描
く
オ
ナ
ガ
は
実
際
よ
り
も
色
鮮
や
か
で
、

ク
ジ
ャ
ク
と
見
紛
う
ば
か
り
の
尻
尾
の
模
様
な
ど
、

日
常
で
「
宿
命
」
と
い
え
ば
、
避

け
ら
れ
な
い
巡
り
合
わ
せ
や
抗
い
が

た
い
運
命
を
意
味
し
ま
す
。
「
そ
れ

が
彼
の
宿
命
だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉

に
は
、
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
必

然
性
を
帯
び
ま
す
。
 

仏
教
で
は
こ
れ
を
「
し
ゅ
く
み
ょ

な
に
げ
な
く
つ
か
っ
て
い
る
仏
教
の
こ
と
ば
│
宿
命
（
し
ゅ
く
み
ょ
う
・
し
ゅ
く
め
い
）

う
」
と
読
み
、
過
去
世
（
前
世
）
に

お
け
る
境
涯
や
人
生
そ
の
も
の
を
指

し
ま
し
た
。
仏
が
備
え
る
特
別
な
十

種
の
能
力
の
一
つ
に
、
自
身
と
他
者

の
過
去
世
を
自
在
に
知
る
「
宿

し
ゅ
く

住じ
ゅ
う

隨ず
い

念ね
ん

智ち

力り
き

（
宿し

ゅ
く

命み
ょ
う

智ち

通つ
う

）
」
が
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
来
は
過
去
の

状
態
を
指
す
言
葉
だ
っ
た
の
で
す
。
 

こ
の
仏
典
用
語
が
、
や
が
て

「
前
世
の
因
縁
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
、
現
世
で
の
逃
れ
ら
れ
な
い

運
命
」
と
い
う
現
在
の
意
味
へ
と

変
遷
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
  （
小
林
靖
典
） オナガ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
オ
ナ
ガ
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
色
彩
と
フ
ォ
ル
ム
の
見
事
さ
は
見
る
者
に
非

常
に
強
い
印
象
を
与
え
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
の
絵
も
同

様
に
写
実
と
い
う
よ
り
も
先
人
の
画
家
か
ら
受
け
継

い
だ
「
梅
と
鶯
」
の
ス
タ
イ
ル
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
言
語
を
越
え

た
表
現
の
力
は
仏
画
に
こ
そ
公
実
の
本
質
が
現
れ
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
仏
像
は
人
知
を
超
え
た
宗
教

的
思
想
の
表
現
で
あ
り
、
仏
画
は
よ
り
高
み
を
目
指

し
た
田
公
実
の
着
地
点
な
の
で
す
。
 

ウグイス

ウグイス（部分）田公実筆 オナガ（部分）田公実筆
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新
客
殿
の
名
称
が
決
ま
り
ま
し

た
（
P2
）
。
ナ
フ
サ
関
連
製
品
、

照
明
設
備
の
L
E
D
化
、
エ
ア
コ

ン
の
新
省
エ
ネ
基
準
等
々
か
け
込

み
需
要
の
影
響
、
建
設
費
の
高
騰

や
工
事
の
遅
延
が
心
配
で
す
。
 

境
内
も
少
し
づ
つ
あ
じ
さ
い
の

開
花
が
始
ま
り
ま
し
た
が
昨
今
の

高
温
で
花
の
付
き
が
気
に
掛
か
り

ま
す
。
今
夏
は
全
国
的
に
平
年
よ

り
高
い
猛
暑
（
猛
暑
35℃
以
上
、
酷

暑
40℃
以
上
）
の
報
道
が
あ
り
熱
中

症
対
策
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

濃
あ
じ
さ
い
塔
へ
の
径
も
そ
の

奥
も
　
祐
勝
 

深
緑
の
境
内
で
夏
の
植
物
（
P9
）
な

ど
探
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

大
日
堂
　
鳴
り
龍
・
襖
絵
拝
観
 

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
 

参
拝
料
　
三
〇
〇
円
 

　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）
 

尚
法
要
中
は
拝
観
一
時
休
止
に
な

り
ま
す
の
で
ご
諒
承
下
さ
い
。

交
通
安
全
祈
願
 

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半
 

午
後
四
時
半
ま
で
に
お
申
込
下

さ
い
。
 

御
護
摩
修
行
 

○
平
日
　
八
時
・
十
時
・
 

十
一
時
半
・
一
時
・
三
時
 

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
 

八
時
・
十
時
・
十
一
時
半
・
 

一
時
・
二
時
半
・
四
時
 

○
但
し
一
日
、
十
五
日
の
午
前
中
は
 

五
時
・
十
時
・
十
一
時
半
 

○
ご
縁
日
（
二
十
八
日
）
 

五
時
・
九
時
・
十
時
・
十
一
時
・
 

十
二
時
・
一
時
・
二
時
半
・
四
時
 

○
御
護
摩
料
 金
五
、
〇
〇
〇
円
也
 

　
　
　
　
　
 金
七
、
〇
〇
〇
円
也
 

　
　
　
　
金
一
五
、
〇
〇
〇
円
也
 

（
大
護
摩
）金
三
〇
、〇
〇
〇
円
以
上
 

ご
縁
日
＝
毎
月
二
十
八
日
 

境
内
に
市
が
立
ち
参
道
は
歩
行

者
天
国
に
な
り
ま
す
。
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
リ
サ
イ
ク
ル
市
）
 

毎
月
第
二
日
曜
日
（
雨
天
中
止
）
 

ご
ざ
れ
市
（
が
ら
く
た
市
）
 

毎
月
第
三
日
曜
日
（
雨
天
決
行
）
 

お
焚
き
上
げ
 

毎
月
十
五
日
午
前
九
時
 

月
例
写
経
会
 

毎
月
二
十
一
日
午
後
一
時
半
 

千
体
地
蔵
尊
月
例
法
要
 

毎
月
二
十
四
日
午
後
二
時
 

奥
殿
拝
観
（
月
曜
休
館
）
 

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
 

拝
観
料
　
五
〇
〇
円
 

お
花
講
講
員
の
募
集
 

当
山
で
は
お
花
講
講
員
の
皆
さ
ま
方
の
会
費
に

よ
り
、
山
内
全
て
の
伽
藍
の
お
花
を
飾
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
勢
様
ご
入
講
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
 

一
、
名
　
　
称
　
　
高
幡
山
お
花
講
 

一
、
会
　
　
費
　
　
一
ヶ
月
　
　
五
〇
〇
円
 

※
入
講
は
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
ご
入
講
の
皆
様
に
は
輪
袈
裟
を
授
与
し
ま
す
。
 

〜
 献
花
の
お
す
す
め
 〜

い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
伝
書
第
五
巻

「
都

み
や
こ

錦
の
に
し
き

極ご
く

秘ひ

法ほ
う

」
に
「
結
納
花

生
方
の
心
得
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 

「
結
納
の
節
は
花
菖
蒲
又
は

杜
若
を
一
色
生
け
る
な
り
尤も

っ
と

も

是
等
の
花
な
き
時
は
何
に
て
も

目め

出で

度た
き

も
の
を
生
る
べ
し
 

﹇
第
10
回
﹈

昨
日
ま
で
余
所

よ

そ

に
思
ひ
し
 

　
　
　
　
　
　
　
 あ
や
め
艸ぐ

さ

 

今
日
我
宿
の
妻
と
見
る
か
な

と
い
へ
る
古
歌
の
こ
ゝ
ろ
に
依
れ

る
も
の
と
ぞ
　
又
さ
る
御
方
に

結
納
を
つ
か
わ
さ
れ
し
時
杜
若

を
生
ら
れ
し
か
ば
あ
る
人
紫
に

て
は
如
何
と
御
尋
ね
あ
り
し
に
 

紫
の
一ひ

と

本も
と

結ゆ
い

の
か
ほ
よ
花
 

色
さ
へ
香
さ
へ
名
さ
へ
 

な
つ
か
し
 

此
歌
に
よ
り
て
生
け
た
り
し
と

御
答
あ
り
し
と
ぞ
云
ふ
」
 

　
か
き
つ
ば
た
の
別
名
が
か
ほ
よ

花
（
猊
佳
花
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と

か
ら
結
納
を
受
け
る
縁
女
の
喜
び

不
動
堂
内
陣
献
花

納富貴甫挿花

を
紫
色
の
杜
若
で
表
現
し
て
い

ま
す
。
紫
の
色
は
（
さ
め
や
す
い

色
で
長
続
き
し
な
い
と
い
う
意
味

か
ら
）
避
け
る
も
の
で
は
、
と
尋

ね
ら
れ
、
花
嫁
の
髷ま

げ

の
根
を
結
う

高
貴
な
色
と
さ
れ
る
紫
の
元も

と

結ゆ
い

と

重
ね
合
わ
せ
て
結
納
の
席
に
杜
若

を
い
け
た
、
と
答
え
て
い
ま
す
。
 

　
家か

中ち
ゅ
うに
あ
る
美
し
い
縁
女
の
奥

ゆ
か
し
い
情
景
を
、
嵯
峨
御
流
生

花
「
七
曲
」
の
一
つ
「
内
用
」
の

花
姿
に
織
り
込
ん
で
、
花
一
輪
を

「
体
」
の
後
ろ
か
ら
そ
っ
と
覗
か

せ
て
奥
ゆ
か
し
さ
を
持
た
せ
て
挿

け
上
げ
て
い
ま
す
。
　
　
    　
 

 嵯
峨
御
流
華
道
芸
術
学
院
教
授
 

 納
富
貴
甫
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